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iPod。 録音アダプタ 

クイックガイド 


このクイックガイドの表記 
「 iPod 」 は、特に断りのない限 
り本製品に接続可能な iPod 、 
iPhone 製品の総称です。 


UC - 旧 EC 03 P iPod 用 Dock コネクタ接続型録音アダプタ 


V 


このたびは、□ジテックの iPod 用録音アダプタをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
このクイックガイドでは、本製品の導入手順と基本操作について説明しています。 

本書をお読みになり、正しく導入作業をおこなってください。 


本製品は、人命にかかわる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や機器(医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係)へ 
の組み込み等は考慮されていません。これらの機器での使用により、人身事故や財唐損害が発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。 


© 参講演、演奏など著作権を侵害するおそれびある音声は、主催者の許可を得たうえで録音してください。 

参重要な音声を録音する際は、必ずテスト録音してください。万一正常に録音でさなかった場合でち、弊社では一切責任を負いません。 


本製品は、 Dock コネクタに接続して使用する、 
iPod 専用高性能マイクアダプタです。音割れを検 
知するピークインジゲータ、録音レベルを下げるア 
ッテネータを搭載しています。か部入力端子を搭載 
しており、テープレコーターなどのが部ソースも録 
音できます。 


iPod il __ 


iPhone、iPod touch では、マイクを利用する 
アプリケーションから録音します。 

アプリケーション例 ： 「Rectools 02」 

リニア PCM レコーダー アプリケーション 
提供元：株式会社ユードー 
( http :// www . yuclo . jp /) 




iPod ( iPod は同個しておりません） 

2009年目月現在、対応 iPod は次の通りです。 

■ボイスメモ機能で録音 

•iPod classic 

参 iPod nano 4 th /3「 d /2 nd generation 
•iPod 己 th generation ( video ) 30/ 巨 0/80 GB 
•iPod touch 2 nd * 

参 iPhone 3 GV 3 G S 

* iPhone OS 3.0 な降での利用に限ります。 

マイク対応アプリケーション*で録音 
iPod touch 2 nd 
iPhone 3 G /3 G S ** 

AppStore から入手してください。 

本夕中ではどち!5も iPhone 3 G と表記しています。 


マイクレベル切り替えスイッチ 

♦ M に：本製品のマイク、または AUX / M にに接続 

したが部マイクで録音する場合に選択しま 
す。アッテネータ （ ATT )、 オートゲインコン 
卜□ール （ AGC ) の設定は有効です。 

♦ LINE : AUX / M にに接続した外部アンプや、才ーデ 

ィオ機器の音源を録音する場合に選択しま 
す。アッテネータ （ ATT )、 オートゲインコン 
卜□ール （ AGC ) の設定は無効です。 





ステレオ7イク 

(L :をチヤンネル 、 R :ちチヤンネル） 

音声を録音するためのステレオマイクです。 X - Y マイクを 
採用しています。奥行きや定位感に優れた自然なステレ 
才録音がでをます。 



. 製品本体のほかに、「スポンジ 
製ウインドシールド」が同巧されています。 
風切り音が気になる場合に、ステレオマイク 
に取り付けてご使用ください。 


USB インターフエース： Mini - B タイプ （ USB ) 

別売の AC アダプタ*を USB ケーブルで接続すること 
で、 iPod を充電しなびら録音でさます。 

* 推奨アダプタ： 

AVD - ACAU 1 NWH / ACAU 1 NBK 
(エレコム製、 USB ケーブル別売） 

また、 USB ケーブルを利用してパソコンと iPod の通 
信が可能です。 

3.已 mm ステレオミニジャック （ AUX / M に） 

テープレコーダーやレコードプレーヤー などのオーディ 
才機器（外部ソース）を接続します。 

※か部ソースを接続すると、自動的に本製品のマイクは 
オフになります。 


の録音ランプ （ REC ) 

本製品を iPod の Dock コネクタに接続し、録音可能な状 
態になると、青色に点灯します。 

@ピークインジケータ （ PEAK ) 

録音中、録音レベルが一定!^ソ上になるとホ色に点灯します。 
録音中に常に点灯している場合、音量が大きすざて音割れ 
する可能性びあります。アツタネータ （ ATT )、 才ートゲイ 
ンコントール （ AGC ) またはマイクレベル切り曽えスイッチ 
を操作して録音レベルを調節しでください。 



成アッテネータ （ ATT ) 

録音レベルを下げる（減衰）スイッチです。大音量の 
音声を録音するとさは、オートゲインコント□ールと 
組み合わせて音割れを防止でさます。 

♦〇服：アッテネータを使用しません。 

♦ -lOdB :録音レベルを lOdB 下げます。 

♦ -20 dB :録音レベルを 20 d 巨下げます。 

の才ートゲインコント □ —ル （ AGC ) 

本製品は、内蔵マイクに入力される音量び突然変化し 
たとをに、自動的に安定した録音を可能にする、「オー 
トゲインコント□ール機能」を搭載しています。この 
スイッチで、オートゲインの効果を調節します。 


1 マイクレベル切り替えスイッチを 「 LINE 」 にした場合、オートゲインコント□ール、アッテネータの設定は無効になります。 


沒さしてみましよろ 


本製品を iPod に接続し、音声を録音してみましよラ。 

本製品を使用する前に、最新の iPod ソフトウェアにパ'—ジョンアップしておきましょう。 


© - iPod touch 2 nd、 iPhone 3 G に接続してご使用の場合は、 2.2 Software Update の適用び必要です。 

• iPod touch 2 nd、 iPhone 3 G に接続してご使用の場合は、 iTunes 内の 「 AppStore 」 から事前にマイク対応 
アプリケーションを入手し、インス!-ールしておくぶ、要びあります。 


( 0 ) 本製品を iPod に接続します 


本製品を iPod の Dock コネクタに接続します。自動 
的に iPod に認識され、 iPod の画面に「ボイスメモ」 
メニューが表示されます。 

メニューが表示されない場合は、 iPod を操作してメニ 
ユーを 表示します。 


© 参 iPod の画面は iPod nano 4 th を例にしています。 
それ!^ソ外の機種では画面表示び異なります。 

参 iPod touch 2 nd、 iPhone 3 G の場合、本製品を 
Dock コネクタ接続したあとに、使用するアプリケーシ 
ヨンを起動してください。 


おさを巧始します 

r 録音を開始」を選択すると、ボイスレコーダー画面 
が表示され、録音が始まります。 
iPod の画面では、録音時間のカウントが始まります。 



iPod touch 2 nd、 iPhone 3 G の各録音用アプリケーションの操作方 
法は、各アプリケーションのオンラインヘルプまたはサポートページを 
お読みください。 


(©] お音を停止します 

iPod の[再生/一時停止]ボタンを巧すと、次の画面 
が表示され、録音を一時停止します。 

「停止して保存」を選択すると、録音を終了し、音声 
データが iPod に保存されます。 

これで録音は完了です。 

B 「 録音を再開」を選択すると、 
一時停止したところか5引さ続 
を録音を再開します。 

「削除」を選択すると、録音し 
た音声を削除します。 


00：11：44 • REC 

■■■ 

センターボタンを押してチヤブタマ 



IPod nano 4かでは、[品質]の 
設定はありませんび、他の機種で 
は[品質]の設定びあります。 

[品質]を選択すると、音質を切 
り替えることびできます（「高」だ> 

「低」と表示されます)。 

「高」を選択すると、音質は向上 
しますび、録音データのサイズび 
大さくなります。詳細は、ウラ面 
の「音声データ容量と録音可能時 
間のめやす」をお読みください。 


おすすめ設定 

次の例を参考に、録音時にピークインジケータがひんぱんに点灯しな 
いよラに調節してください。 

© この設定は、正常な録音を保証するものではありません。重要な 
音声を録音する際は、テスト録音のラえ微調整してください。 


□ックなどのスタジオ録音 

マイクレベル切り替えスイッチ ： LINE 

吹奏楽などの室内録音 

マイクレベル切り替えスイッチ： M に / LINE 
ATT : -10 dB /-20 d 巳 

AGC : OFF 

アコー スティックギターなど 
比較の音量のルさい楽器 

マイクレベル切り替えスイッチ： M に 

ATT : OdB 

AGC : OFF 

会議の録音（を議室） 

マイクレベル切り替えスイッチ： M に 

ATT :適宜 

AGC : LOW/HIGH 

講演や授業（講堂） 

マイクレベル切り替えスイッチ： M に 

ATT :適宜 

AGC : HIGH 


録音したさきを再生するには 

録音したデータは、ボイスメモ画面に録音日時順に表示されます。録 
音曰時を選択し、 iPod の[選択]ボタンを押すと、音声を再生するこ 
とがでさます。 


マイクの向ま P 


自然な定位でステレオ録音する . 

ろノ 

ためには、本製品の左ちマイク 、 

シ J 

の中む線の延長線上に音源が位 \- 


置するよラにしてください。 


(t 

或 


© 録音設定により、録音データの再生音量は大さく変化します。 iPod の音量設定によっては、突然の 
大音量で耳を傷めることがありますので、ボリュームを絞ってから再生を始めてください。 

































































































































































综さデータのパソコンへの巧巧 


iPod に録音したボイスメモは、本製品または iPod に直接接続した USB ケーブル（別売）を経由してパソコンに転送でき 
ます。転送には niunesj などのソフトウェアを使用します。 



© iPod touch 2 nd、 iPhone 3 G の各録音用アプリケーシヨンにおける録音データの転送方法は、各アプリケーシヨン 
のオンラインヘルプまたはサポートページをお読みください。 


あらかじめ iTunes をインストールし、お手持ちの 
iPod を使用できる状態にしておきます。 

ボイスメモが記録された iPod をパソコンに接続す 
ると、ちの画面が表示されます。 

[はしリをクリックすると、自動的に iTunes に録 
音したボイスメモが転送されます （ iPod か!5は削除 
されます)。 




転送されたデータは、 iTunes 上では[ボイスメモ]のフォルダに表示されます。 

iTunes 上で iPod と iTunes のデータを同期するように設定してある場合は、[ミュージック]のフォルダにもデータが 
表示されます。これで録音データの転送は完了です。 



< [ボイスメモ]フオルダ> 



< [ミュージック]フオルダ> 


音声データ容量と録音可能時間のめやす 

• iPod に録音したデータの容量は、録音品質により変わります。高音質の場合はデータ容量が大さくなります。 

-録音可能時間は iPod のバツテリーの残り容量に依存します。本製品の電源は iPod から供給されますので、録音時は iPod 単体で使用する 
場合よりち電力を多く消費します。したがって、録音可能時間ち短くなります。 

■音声データ容量のめやす 



入力万式 

ビットレート 

サンプルレート 

ファイルサイズ （1 分間） 

ファイルサイズ （1 時間） 

高音質 

ステレオ 

1411 kbps 

44.10 kHz 

約10.3 MB 

約 618 MB 

低音質 

モノラ J レ 

3已 2 kbps 

22.0已 kHz 

約 2.6 M 目 

約1已 6 MB 


■満巧電か5の録音可能時間のめやす（理論値) 


iPod 機種名 

録音品質/録音可能時間 

iPod nano 2 nd 2 GB 

iPod nano 3 rd 4 GB 

iPod 已 th ( video ) 60 GB 

iPod Classic 80 GB 

高音質/ 3 h 、 お音質/ 7 h 

高音質/ 4.2 h 、 お音質/ 6.6 h 

高音質/ 3.5 h 、 低音質/ 7 h 

高音質/ 2.1 h 、 お音質/ 2.2 h 


《iPod nano 4 th は 「Apple □スレス」フォーマットで録音されます。録音品質の切 
り替えはでをません。 

《「Apple □スレス」フォーマットは WAV とほぼ同じ音質で、ファイルサイズを 
WAV の已〇〜60%に圧縮するフオーマツトです。 


音声データのフォーマット 

ボイスメモは、 iPod に WAV または Apple □スレス形式で保存されます。 
MP 3 などの他のフォーマットに変換する場合は、いったんパソコンにデータを 
転送してから、 iTunes などのソフトウェアでおこなってください。 


保証規定 


■保証内容 

製品添付のマニュアル、文書、説巧ファイルの記載事項にしたがった正常なご使用状態で巧陸した場合には、本保話書に 
記載された内容に基づき、無償修 a を致します。保話巧まは製品の本体部分のみとさせていただき、ソフトウXアなどの添 
付品は保証の巧まとはなりません。なお、本保証書は日本国内においてのみ有効です。 


■保証適用外事項 

な証期間巧でも、 U 下の場合は有償修理となります。 

1. 本な証書の提示をいただけない場合。 

2. 本保証書の巧を事項の未記入、あるいは字句が書き換えられた場合。 

3. お買い上げ後の輸送、移動時の落下や衝撃等、お取り扱いが適当でないために生じた巧障、損傷の場合。 

4. 义巧、地震、水害、落雷、その他の天災化を、または異常電圧等による故障、損傷のを合。 

5. 挽続されている他の機器に起旧して、本製品に故陸、損傷が生じた場合。 

6. 與社および興社が指をするサービス機関なかで、修理、調整、改良された場合。 

7. マニュアル、文書，説 B 月ファイルに記載の使用ちま、およびごを意に反するお取り扱いによって生じた故障、損傷の 
場を。 


■免責事項 

本製品の巧障または使用によって生じた、お客様の保をデータの消失、破損等について、保証するものではありません。 
直をおよび間をの損害について、弊社は一切の責任を負いません。 


かがソースか5のおさ 


テープレコーダー、レコードプレーヤー、およびプラグインパワー対応のマイクなどの外部ソースを、市販のオーディオ用ケーブルで本製品の3.己 mm 
ステレオミニジャック （ AUX / M に）に接続することで、外部ソースの音声を iPod に録音できます。 AUX / MIC に外部機器を接続すると、本製品の 
マイクは自動的にオフになり、利用でさなくなります。 


MD プレーヤー/デッキ 
カセットプレーヤー/デッキ 

LINE 日 UT 端子 

またはヘッドフオンジャツク 


レコードプレーヤー 

LINE OUT 端モ 

フオノイコライザーを 
内蔵していない機種では、 
アンプを経由してください。 


か部ソース録音時は、側面のマ 
イクレベル切り替えスイツチを 
rUNEJ に合わせて<ださい。 


本製品 


外付けマイク 

「プラグインパワー方式」の外付けマイクを 
接続でさます。推奨仕様は次のとおりです。 
参インピーダンス： 2.2 kQ MAX . 

( IkHz 、 Rl 二 2.2 kn ) 

♦電源： 2.0 V 


別売のオーディオ用 


ケーブル 

111 E^=i 

四 1 - I hH 

義 



.J AUX / MIC ' 



保存データ形式は 、 iPod touch 2 ndJPhone 3 G の場合、録音アプリケー 
シヨンによって形式が異なる場合があります。 


製品型番 

UC - 旧 EC 03 P 

保存データ形式 

WAV 

Apple □スレス （iPod nano 4 th のみ） 

録音可能な周波数帯域 

100 Hz 〜1巨000 Hz 

指向性 

単一指向性 

感度 

-47 dB ( OdB 二 IV / Pa ) 

搭載マイク 

Panasonic WM - 已已 A 103 

コネクタ形状 

iPod 接続用 

Dock コネクタ （30 ピン ）XI 

ライン入力用 

3.日 mm ステレオミニジャック XI 

PC 接続用 

USB 2.0 ( Mini - B ) xl 

動作時環境条件 

温度： 〇〜 4 crc 、 相対湿度：己〜9已日 /0 (ただし、結露なをこと） 

がお寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 

已 1.0 X 已 2.0 x 20.3 mm (突起部、 Dock コネクタを除く） 

質量 

約20邑（本体のみ） 


が部ソース録音時の注意 

♦本製品と外部ソースの出力端子を接 
続するケーブルは、ご自分で用意して 
<ださい。 

♦録音したデータは、 iPod 上では楽曲 
ではなく「ボイスメモ」として扱われま 
す。楽なとして扱いたい場合は、 
iTunes に転送して変換し、プレイリス 
卜に入れ直してください。 

•レコードプレーヤーによっては、「フォ 
ノイコライザー」を内蔵していない製 
品びあり、直接本製品と接続すると、 
正常に録音でさないことがあります。 
そのような場合は、アンプを経由して 
接続してください。 

• AUX / M に録音時は、才ートゲインコ 
ント□ール、アッテネータが無効にな 
ります。 

•外部機器からの入カボリュームが大さ 
いと、録音した音声が音割れすること 
があります。その場をは外部機器のボ 
リュームを下げて使用するか、アッテ 
ネータをオンにして < ださい。 

♦より良い音質で録音するために 、 USB 
充電器を接続せずに使用することを 
おすすめします。 


ま全上の ごを意 


■正しくま全にお使いいただくために 


本製品を正しく安全にお使いいただくために I • U ソ下の重要なミ主意事 
項を必ずお守りください。 


么警告 


ここに記載された事項を無視すると，使用者び死 t または障害を負ラ 
危険性，ちしくは物的損害を負ラを険性がある項目です。 


参万一，異常が発生したとをは... 

本製品から異臭や煙び出たとさは，ただちに使用を中止 
し I 電源を切り， iPod を充電中の場合は充電ケーブルをコン 
セントから抜いてください。その後は本製品をご使用にな日 
ず販売店にご相談ください。 



•高通のままが置しないで<ださい。 

本製品は精密な電子機器です。高温，多湿の場所 I 長時間 
直射日光の当たる場所での使用-保管は避けてください。 
また.周辺の温度変化び激しいと内部結露によって誤動作 
する場合があります。 



♦まの中にはおがに放置しないでください。 

本製品を高温の車内に長時間放置しておくと I 破裂•発义- 
故障の原因となり大変危険です。 


0 


ミ^ここに記載された事項を無視すると，けがをしたり，物的損害を受ける恐れ 
/；\ びある事項です。 


♦ 水気のをい場所での巧用/巧管は巧わないで< 
ださい。 

本製品内部に液体が入ると I 故睛义災 I 感電の原因となります。 



•本巧は精密な電子機器のため，衝撃や振動の加わる場 
所，強いお力の発生する場所，静電気の発ちする場所 
などでの使用 • 保管は避けてくだをい。 



•ごほ用の際は，巧続機器の取扱説明書の指示に 
従ってください。 

本製品は，パソコンや iPod などと接続して使用び可能ですが，接 
続先の機器により設定ち法やま意事項が異なります。ご使用の 
際はこれらの機器の取扱説明書をよ<読み，注意事項に従ってく 
ださい。 

•曰本国なかでは使用しないでください。 

この装置は日本国内専用です。他国には独自の安全規格び定め 
られており，この装置び規格に適合することは保罰いたしかねま 
す。また，海外からのお問い合わせに関しても一切応じかねます 
のでご注意ください。 


〇 

0 


•分解しないで<ださい。 

本書の指示に従って行う作業を除いては，自分で修理ゃ改 
造•分解をしないでください。感電や义災 I やけどの原因にな 
ります。 

•接続に使用するコードを傷つけないでください。 

义災や断線の原因となります。 



お問い合わせ先：□ジテック株式会社テクニカルヴポート 

TEL : 〇已 70-022-022 FAX : 0570 -033-034 (ナビダイヤ J レ） 

受付時間： 9:00 -19:00 ( FAX は24時間受け付けております） 

月曜日〜金曜日（祝日、夏期、年末年始特定休業日を除く） 

《 IP 電話、ひかり（光）電話、 PHS 等のナビダイヤルをご利用できない方は、 
077巨- 27-083 已 （FAX : 077巨-22-已巨1 0) へおかけ<ださし、。 

□ジテックホームぺージ httpV / www.l □旨 tec . co . jp / 


■その他：こんなことにもま意してください 

•衝撃や振動の加わる場所，高温•多湿の場所 I 直射日光が長時間当たる場所での 
使用 I 保管は避けてください。 

•本製品は精密機器です。落としたり，強い衝撃を加えないでください。 

•温度 I 湿度の特に高い場所（自動車のダッシュボードや，暖房器具の近くなど）や 
直射日光び長時間あたる場所 I 静電気の発生しやすい場所，ホコリのるい場所には 
置かないでください。 

•本製品がミちれたときは，水または中性洗剤を少量含ませた柔日かいなで巧いてく 
ださい。ベンジンやシンナーを使用すると変形，変色の原因となります。 
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